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ゲーテ・インスティトゥートのドイツ語検定試験は、GERにもとづく共通
評価レベルにしたがって、初⼼者向けのA1レベルから最⾼レベルのC2レ
ベルまで分かれています。

ゲーテ・インスティトゥートの検定試験と語学コースのレベル⼀覧
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⻘少年 ⼤学⼊学資格 職業
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B1  B1 B1

B2  B2 TestDaF ZDfB

C1  C1 TestDaF

C2  C2: GDS C2: GDS

受験条件

ゲーテ・インスティトゥートの検定試験は、語学コースを受けていなくて
も、適切な語学レベルに達していれば受験できます。ただし、受験に際し
ては試験準備コースの受講をお勧めします。試験準備コースには通学と通
信講座の2つのタイプがありますが、この2つを組み合わせることも可能で
す。

GER︓外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠
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基礎段階の⾔語使⽤

A1 A2

まず、⽇常⽣活の場⾯で短く簡単
なドイツ語表現が理解でき、⾃分
でも⾔えるようになります。例え
ば⾃⼰紹介ができ、相⼿に簡単な
質問をしたり、それに答えたりで
きます。⾷事や買い物や旅⾏の場
⾯で、相⼿がゆっくり明瞭に話し
てくれるなら、コミュニケーショ
ンが図れます。

毎⽇の⽣活で頻繁に使われる⾔葉
や表現に慣れ、仕事や家族や故郷
など、⾃分に関する事や⽇常的で
具体的な⽣活に関する事なら、ド
イツ語でコミュニケーションが図
れます。また⽇常的に必要な事柄
が、簡単な⽂章の形で表現できる
ようになります。

⾃⽴した⾔語使⽤

B1 B2

明瞭な通常のドイツ語であれば、
仕事や趣味や⽣活など⽇常的な事
柄についてのドイツ語の発⾔や⽂
章が理解できます。例えば、旅⾏
中に出会うさまざまな出来事に対
して、必要な対応ができ、また、
⾃分の経験や夢・希望・目標など
について話すことができます。さ
らに、⾃分に⾝近なテーマあれ
ば、意⾒を述べたり、その論拠を
説明したりできます。

抽象的で複雑なドイツ語で表現さ
れても、その趣旨が理解できま
す。⾃分の仕事や専門分野に関す
る事柄なら、ドイツ語で⾏われる
議論の内容が理解できるだけでな
く、⾃分の⽴場や意⾒を述べた
り、あるいはひとつの意⾒に対す
る利点と不利点を論述したりでき
ます。⽇常的ないくつかのテーマ
では、広い範囲にわたって明確に
意⾒と情報が交換でき、ドイツ語
を⺟国語とする⼈との間で 相互

ドイツ国内でのド
イツ語コース

ドイツのゲーテ・
インスティトゥー
トで学んでいる⽇

本⼈受講⽣が、現地で⾒たこ
と、聞いたこと、感じたこ
と・・・をお伝えします。

関連サイト

あなたのドイツ語⼒を試し
てみませんか
欧州評議会が定めたヨー
ロッパ⾔語を対象とする共
通の語学⼒評価基準

Mein goethe.de サイトマップ

検索

ドイツでドイツ語を学ぶ

ゲーテ便り

1/2 ページTokyo - 講座と検定試験 - コースレベル - Goethe-Institut 

2014/07/29http://www.goethe.de/ins/jp/tok/lrn/stf/jaindex.htm



トップページ | ドイツ⽂化センター | 講座と検定試験 | ドイツ語教育 | 図書館 | 催し物カレンダー
Mein goethe.de | サイトマップ | © 2014 Goethe-Institut

に困難を感じずに⾃然な会話が成
⽴します。

熟達した⾔語使⽤

C1 C2

ほとんどのテーマで、⾼度なドイ
ツ語表現や⻑い⽂章が理解でき、
また、その⾔外のニュアンスも感
じ取れます。ドイツ⼈社会で、社
会⼈として職業についたり⼤学で
学んだりするのに必要⼗分な語彙
と表現を使いこなし、複雑で微妙
な内容を正確なドイツ語で表現す
ることができます。

社会⽣活上、不⾃由なくずべての
ことに対応できるドイツ語⼒があ
ります。さまざまな分野の多様な
テーマに関して、読む、書く、話
す、聞くことが困難なくでき、ま
た、ニュアンスにとんだ⾃然なド
イツ語を正確に使うことができま
す。
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